








 



期　　間　　2025年11月28日（金）～29日（土）
会　　場　　東本願寺池の平青少幼年センター（妙高市関川2283）
　　　　　　　　　電車の場合→えちごトキめき鉄道・妙高高原駅からバスまたはタクシーで１０分
　　　　　　　　　車の場合→上信越自動車道妙高高原インターから５分

参加冥加金　　・5,000円（１泊２日夕朝食付、宿泊代を含む）…定員25名まで
　　　　　　・2,500円（宿泊無し・お斎あり・フリードリンク付）…定員25名まで
　　　　　　・     500円（報恩講・おはなしまで参加）

締め切り　　11月21日（金） ※定員になり次第締め切ります。

申込み・　　右記のQRコードのGoogleフォームまたは下記電話番号まで
問合せ先　　高田教務事務所　　　　　電話　025-524-3913（FAX  025-524-2645）
　　　　　　池の平青少幼年センター　電話　0255-86-2801

持 ち 物　   　念珠・洗面用具・タオル・寝衣　他、必要と思われるもの
　　　　　　　　※朝方にかけて冷え込みが予想されますので、各自寒さ対策をお願いします。

＜ご講師より＞
　パレスチナのガザ地区では、この瞬間も、大勢の人が殺されています。
　なぜこのようなことが起きているのでしょうか？パレスチナ問題は遠い
問題に感じられるかもしれませんが、実は私たちと深くつながっている
問題でもあります。パレスチナ問題の本質をわかりやすくお伝えします。
　いま「私たちに何ができるか」を共に考えてみませんか。

11/28(金)

16:00　受付
17:00　報恩講とおはなし
　講師　高橋真樹氏
　　　 （ノンフィクションライター）

19:00　お斎

6:30　起床・清掃

7:45　閉会式

8:00　朝食

9:00　解散

11/29(土)
＜講師＞
　高橋真樹（たかはし まさき）
　ノンフィクションライター。
国際NGOピースボートスタッフ
を経てフリージャーナリスト。
放送大学非常勤講師として
「パレスチナ難民問題」の授業を
担当。持続可能性や人権をテーマ
に取材、執筆を行う。
　新刊に『もしも君の町がガザ
だったら』（ポプラ社）。その他
のパレスチナ関連の著書に
『イスラエル・パレスチナ 平和
への架け橋』（高文研／平和協同
ジャーナリスト基金奨励賞）、
『ぼくの村は壁に囲まれた～パレ
スチナに生きる子どもたち』
（現代書館）ほか、国際関係、環
境・エネルギー分野の著書多数。

講 題「ガザの命と私たち～パレスチナ・イスラエルに学ぶ～」
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